
2027年 4/1
2028年 3/31

助成対象期間

2026年 7/10金
2026年 9/30水

募集期間研究助成

https://www.miraizaidan.or.jp
E-mail : info@miraizaidan.or.jp

❶ 食物アレルギー対応食品に関する研究
❷ 食物アレルギーの予防に関する研究
❸ 食物アレルギーの診断・治療に関する研究
❹ 食物アレルギーに関する工場内等での衛生管理に関する研究
❺ 食物アレルギーに関するその他研究（社会科学的・心理学的な研究を含む）

上記領域はすべて重要ですが、特に❶❷を歓迎致します。

新たに食物アレルギーに取り組む方も積極的に支援したいと考えています。

2027年度

対
象
研
究
領
域

募集の
詳細は
こちら

専門領域を異にする複数の研究者
が、同一テーマに関し、広範に共同
研究する場合を対象にします。

共同研究
上限600万円×5件（予定）

若手研究者（2026年4月1日時
点で45歳以下）による単独研究を
対象とします。

個人研究
上限200万円×15件（予定）

その他にも応募条件等があります。詳細は募集要項を必ずご確認ください。



2026年度　研究助成採択課題（助成対象期間：2026年4月1日から2027年3月31日）
共同研究助成：受理12件→採択5件　採択率42％

個人研究助成：受理27件→採択14件　採択率52％

当財団のWebサイトから
研究課題概要をご覧いただくことができます。

敬称略、50音順

敬称略、50音順

研究課題名 所属機関・氏名

1 小児卵黄 FPIES の腸内細菌叢ダイナミクス解明：耐性獲得予測と治癒メカニズム
の探求

関西医科大学医学部小児科学講座
講師　赤川 翔平

2 空間トランスクリプトミクスによる食物アレルギー腸管免疫ニッチの構造と機能
の解明

香川大学バイオインフォマティクス解析センター
特命助教　石川 昌和

3 年長児への適用拡大を目指した、個別化『egg ladder』食事指導法の開発研究 神奈川県立こども医療センター　アレルギー科
非常勤医師　大原 夕季

4 食物アレルギー発症に関与しうる母乳免疫細胞の存在と機能の解明 九州大学　生体防御医学研究所　免疫遺伝学分野
准教授　國村 和史

5 カシューナッツと柑橘類の交差反応における原因アレルゲンの解明 八尾市立病院　小児科
副医長　佐々木 彩

6 獣肉アレルギーを手掛かりとしたセツキシマブ過敏症管理の探索 ─獣肉関連 IgE
の経時的減衰の追跡

高知大学医学部附属病院　腫瘍内科
病院助教　佐藤 拓弥

7 食 物 ア レ ル ギ ー 病 態 時 の 腸 上 皮 バ リ ア 破 綻 に お け る discoidin domain 
receptor 1 の役割解析

摂南大学薬学部　薬効薬理学研究室
特任助教　三宮 裕也

8 AR 調理シミュレーションによる交差接触防止教育の開発と実証
家庭・学校・介護施設における食物アレルギー一次・二次予防モデル

名古屋外国語大学
准教授　城月 雅大

9 抹消感覚神経による食物アレルギーの症状誘発制御機構の解明 国立成育医療研究センター研究所　免疫アレルギー・
感染研究部　流動研究員　溜 雅人

10 人工知能を用いた FPIES 患児における便画像解析を用いた便中炎症マーカー推定
手法の開発

順天堂大学医学部小児科学講座
助教　永田 万純

11 食物アレルギーの発症を予防する食用コメ油の機能と作用機構 明治大学
専任准教授　長竹 貴広

12 アトピー性皮膚炎の適切なコントロールが食物アレルギー自然寛解を導くか：前
向き概念実証研究

独立行政法人国立病院機構　三重病院
アレルギー科医師　西田 敬弘

13 移行期・成人食物アレルギー患者における経口負荷試験・経口免疫療法の有用性
と安全性の検証―食の安心と社会参加を支える臨床的エビデンスの創出

昭和医科大学　医学研究科呼吸器アレルギー内科学分野　
助教　能條 眞

14 クルミ経口免疫療法における摂取形態（蒸しパン・希釈ペースト・市販品）のア
レルゲン性・実行可能性・安全性の検証

国立成育医療研究センター
医師　濱口 冴香

研究課題名 所属機関・氏名 共同研究者所属機関・氏名

1 妊娠後期から授乳期における母体の食事対
策による児の食物アレルギー発症予防研究

名古屋市立大学大学院医学研究科
環境労働衛生学
特任教授　大矢 幸弘

東京大学大学院医学系研究科栄養疫学・行動栄養学　
特任教授　大久保 公美
国立成育医療研究センター
アレルギーセンター・総合アレルギー科
診療部長　山本 貴和子

2
重症クルミアレルギー児を対象とした極少
量経口免疫療法の研究：新規開発された標
準化クルミ抗原による免疫学的評価

東京慈恵会医科大学附属第三病院
小児科
客員教授　勝沼 俊雄

東京大学生物統計情報学講座　准教授　上村 鋼平
京都大学大学院農学研究科　教授　丸山 伸之

3
重症食物アレルギーの病態解明・治療法開
発のための末梢血・骨髄中高親和性 IgE 産
生プラズマ細胞に関する研究

大阪大谷大学・薬学部・免疫学講座
教授　戸村 道夫

千葉大学・医学部附属病院・小児科
講師　中野 泰至
千葉大学・医学系研究院・免疫細胞医学　
助教　青木 孝浩

4
2 型自然リンパ球（ILC2）の食物アレルギー
における役割の解明と ILC2 stabilizer 創
薬基盤の構築

摂南大学　薬学部　薬効薬理学研究室
教授　奈邉 健

岐阜医療科学大学・薬学部　教授　山下 弘高
広島大学・原爆放射線医科学研究所　教授　神沼 修

5 味覚受容体を介した新しい食物アレルギー
の概念の提唱と発症機序の解明

国立成育医療研究センター研究所
免疫アレルギー・感染研究部
リサーチアソシエイト　松本 健治

札幌医科大学医学部　病理学第一講座
助教　久保 輝文


